
広報
　　馨

●●

4』

■発行　新潟県松代町役場総務課電話松代7－2220番

11991／〃
　　　　　　　　　　　　　月

　　　　　　　　　第374号
　　平成3年1月”日

＜佐藤奥次郎さ瓦（千年）のご家族
　メエ　メエ　

　「銘銘が健康でありたい」と和男さん。

　「年寄りになってからも大家族で幸せ

　です」と知代さん。

左から奥次郎さん、知代さん、

精ちゃん、由紀子さん、杏美ちゃん、

和男さん、陽介くん

　　　　　　　　く太字が未年生れの人〉

醗臨囲臨融騨

　　　　　　翻、　　蝋轡

〈井上覚さん（寺田）のご家族

　「家族全員が健康で、孫たちも素直に

元気で育ってくれるように。さらに、

豊作であってほしいと念じています」

　と哲治さん。

左からミハルさん、覚さん、

敬裕ちゃん、百合子さん、哲治さん、

智晴ちゃん　　く太字が未年生れの人＞

難

藷
繍

《人ロの動き》

　12月末現在

男2，606（一8人）　女2，637（一4）

出生2　死亡6　転入3　転出11

計5，243（一12）　世帯数1，529（一4）
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温
泉
・
ス
キ
　
場
・
北
越
北
線

松
代
晦
を
積
極
的
に
刃
ビ
r
ル

　
町
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
羊
年
で
す
．
書
物
に
よ

れ
ば
「
羊
」
と
い
う
字
は
め
で
た

い
こ
と
を
表
す
字
だ
そ
う
で
す
。

美
・
善
・
祥
な
ど
の
字
か
ら
も
想

像
が
出
来
ま
す
．

　
羊
年
に
あ
や
か
っ
て
皆
様
と
町

が
良
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
暮
、
国
か
ら
ふ
る
さ
と
創

生
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
全
国
三
二
四
五
市
町
村
に
寄

に

住み良ぐ

　　魅力ある

　　　　町

せ
ら
れ
た
一
億
円
の
使
途
に
関
す

る
ア
イ
デ
ア
、
意
見
の
総
数
は
、

実
に
五
一
万
四
七
八
O
通
で
一
市

町
村
あ
た
り
一
五
八
件
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
我
が
松
代
町
で
は
一
七

一
件
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
数
が
多

い
か
ら
良
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

小
さ
な
町
で
全
国
平
均
よ
り
僅
か

な
が
ら
多
い
と
い
う
事
は
、
町
民

皆
様
の
ふ
る
さ
と
を
思
う
偏
差
値

が
高
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
誠

に
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
お
蔭
様
で
皆
様
か
ら
の
ア
イ
デ

ア
に
よ
る
芝
峠
温
泉
レ
ス
ト
ビ
レ

ッ
ジ
峰
、
ス
キ
ー
場
は
松
代
フ
ァ

ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
と
命
名
し
て
い

た
だ
き
、
北
越
北
線
の
仕
上
り
と

相
ま
っ
て
町
は
住
み
良
く
魅
力
あ

る
所
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
町
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
町
の
良
さ
を
世
間
大
勢
の
人

達
に
も
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
昨
今
、
多
く
の
会
社
で
は
固
苦

し
い
漢
字
の
社
名
を
親
し
み
や
す

い
カ
タ
カ
ナ
に
変
え
た
り
、
シ
ン

ボ
ル
カ
ラ
ー
を
定
め
て
会
社
の
P

R
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
町
で
も

こ
う
し
た
民
間
の
手
法
、
活
力
を

更
に
取
り
込
み
、
新
し
い
松
代
町

を
内
外
に
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
、
企
業
や
客
人
を
迎
え
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
、
町
づ
く
り
の
実
を

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
達
の
町
を
本
当
に
住
み
良
く

す
る
の
は
、
外
で
は
な
く
自
分
達

の
力
で
す
。
松
代
町
を
良
く
す
る

建設進む共同浴場㊦と

温泉供給施設㊨
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た
め
に
今
年
も
一
生
懸
命
努
力
を

続
け
て
参
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
国
政
選
挙
の
年
で
し
た
。

本
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
で
ご

ざ
い
ま
す
。
一
番
身
近
な
選
挙
で

す
。
町
を
愛
し
、
こ
の
地
域
を
愛

す
る
人
を
選
ん
で
下
さ
い
。

　
最
後
に
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸

を
祈
願
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

…騨響　　一謡
タ

　　　　　　　あ
　〆　　　　 勘

〆〆　慧』
　　　趣論職

始

い　
遵
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共
同
浴
場
＆
ス
キ
ー
場

『
し
ス
ト
e
し
ツ

ジ
峰
』

松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
に

　
今
回
の
名
称
募
集
に
は
、
町
外

の
方
か
ら
も
ご
応
募
い
た
だ
く
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
い
．
た
だ
い
た
名
称

を
基
に
、
十
二
月
一
日
、
各
団
体

の
代
表
者
を
招
い
て
の
名
称
選
考

会
が
開
か
れ
、
共
同
浴
場
は
「
レ

ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
」
、
ス
キ
ー
場
は

「
松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
」

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
名
称
募
集
に
は
、
共
同

団体の代表者も参加しての名称選考会

　　レストビレッジとは？
英語のrest（憩い）vi”age（郷、里、村）

からの命名で「憩いの郷」という意味

浴
場
六
十
二
人
、
百
二
十
六
点
、

ス
キ
ー
場
六
十
一
人
、
九
十
二
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
共
同
浴
場
に
は
鈴
木
益
蔵
さ

ん
（
松
代
）
、
ス
キ
ー
場
に
は
柳
庄

一
さ
ん
（
孟
地
）
の
名
称
が
選
ば
れ
、

お
二
人
と
抽
選
で
選
ば
れ
た
次
の

五
名
の
方
に
は
、
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
山
岸
祭
一
郎
さ
ん
（
片

桐
山
）
、
五
十
嵐
春
吉
さ
ん
（
松
代
）
、

市
川
ち
よ
子
さ
ん
（
松
代
）
、
萬
羽

吉
蔵
さ
ん
（
会
沢
）
、
小
堺
和
久
さ

ん
（
蓬
平
）
．

　
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
は
今
年
の

四
月
こ
ろ
、
松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

キ
ー
場
は
今
年
の
十
二
月
こ
ろ
オ

ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
●
、
．
桜

　
の
　
ハ
ソ

闘
槻
、
…

’
割
．
・
鞍
凋

②
繍
．

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餌

　蕪轍
鰍

ー
　
繍

輪
．
離

灘
灘
▲

佐藤国土庁長官（左から2番目）にスキー
場を指さしながら説明する関谷町長

佐
藤
国
土
庁
長
官

　
　
　
松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
を
視
察

　
名
称
選
考
会
の
開
か
れ
た
十
二

月
一
日
、
折
し
も
佐
藤
守
良
国
土

庁
長
官
が
、
建
設
中
の
松
代
フ
ァ

ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
を
視
察
に
訪
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
視
察
は
、
ス
キ
ー
場
が
国

土
庁
の
雪
国
快
適
環
境
整
備
事
業

の
補
助
金
を
受
け
て
建
設
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
正
午
ご
ろ
、
現
地
に
到
着
し
た

佐
藤
長
官
に
、
早
速
関
谷
町
長
は

概
要
説
明
を
し
、
ま
た
、
リ
フ
ト

の
延
長
（
四
〇
〇
m
を
四
八
O
m
）

に
対
す
る
補
助
金
も
陳
情
い
た
し

ま
し
た
。
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れ
ー
・
松
代
城

・
遠
島
4
名

　
　
　
　
　
　
始
ま
り
、

　
今
年
の
冬
の
陣
の
梛
要
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　
三
月
九
日
は
午
後
二
時
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
、
武
者
行
列
に

　
　
　
　
好
評
の
雪
中
松
代
相
撲
、

カ
ラ
オ
ケ
選
手
権
、

こ
し
大
行
進
な
ど
な
ど
。

　
三
月
十
日
は
、

城
が
あ
り
ま
す
．

て
お
ば
け
屋
敷
、

　　　　　　冬の陣がテレビ番組になります

　この度、町が現在取り組んでおります温泉、スキー場等の

宣伝を兼ねて、冬の陣の様子をT　V放映（N　S　T）することに

なりました。有志の皆様のご寄付と町の出資によるものです。

ご寄付をいただけるグループ、団体、個人の方がおられました

ら冬の陣実行委員会までご寄付をお願い致します。ご寄付は、

1口1万円以上とさせていただきます。

　ご寄付された方々のお名前は番組の中でご紹介させていただ

きます。

　放映時間は30分。冬の陣の翌週くらいになります。

募
華
首
名

抽
選
で
南
の
某
島
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ー
な
ど
の
子
供
た
ち
の
お
楽
し

　
大
花
火
、
み
　
　
み
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
名
物
の
食
い
だ
お
れ
横

の
っ
と
れ
松
代
　
　
丁
も
二
日
間
を
通
し
て
開
店
し
ま

二
日
間
を
通
し
　
　
す
。

⊃～
－

※＞◇◇K＞◇〈※※※※※〉K〉K※※＞令く＞◇K〉沿K＞〈※※〉K〉K〉K※※※〉K※＞《※※〉命く※＞◇K※〉K※〉K※〉冷K※＞令く〉K

役
立
っ
て
い
ま
す
！

『
自
治
宝
く
じ
』

　
こ
の
度
、
町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
活
性
化
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
『
平
成
2
年
度

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
』

に
よ
り
、
『
戦
国
武
者
鎧
セ
ッ
ト
』

が
公
民
館
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
じ

　
内
容
は
①
鎧
甲
冑
五
組
、
②
鎧

下
着
五
着
、
③
陣
羽
織
五
着
、
④

模
造
刀
十
組
、
⑤
陣
笠
三
十
枚
、

⑥
陣
羽
織
（
綿
）
三
十
着
、
⑦
フ

ァ
イ
バ
ー
胴
三
十
個
等
で
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
ア
イ
デ
ア
を
寄

せ
合
い
、
地
域
行
事
な
ど
に
お
役

立
て
下
さ
い
。

写
真
は
鎧
甲
冑

　
　
　
陣
羽
織

用について

　お問い合

’公民館

7－230
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できたぞカレンダ

一
一■」

ゾ

関
谷
さ
ん
の
善
意
で

町
内
全
戸
配
布
ゆ
一
ζ

　
も
う
皆
さ
ん
ご
覧
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
奴
奈
川
小

学
校
で
は
、
同
校
で
育
て
た
ヤ
ギ
と
子
供
た
ち
の
ふ
れ
あ
い
を
題
材

に
し
た
色
版
画
カ
レ
ン
ダ
ー
「
や
ぎ
物
語
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
、
文
化
祭
バ
ザ
ー
な
ど
の
収
益
金
で
千
部
印
刷
し
、
学
区

の
奴
奈
川
地
区
や
希
望
者
に
配
布
す
る
予
定
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
に
な
っ
た
関
谷
徳
次
郎
さ
ん
（
奴
奈
川
校

友
会
名
誉
会
長
）
か
ら
、
「
良
く
で
き
て
い
る
か
ら
町
内
の
全
戸
に
配

布
し
た
ら
ど
う
か
」
と
の
お
話
が
あ
り
、
今
回
の
配
布
が
実
現
し
た

も
の
で
す
。

簸

　
噸

ミ

麗ξ、、、、、，，磯慧獺講

　
下
田
村
に
あ
る
県
畜
産
試
験
場

か
ら
、
同
校
に
三
頭
の
子
ヤ
ギ
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
の
が
一
昨
年

の
六
月
。
早
速
子
供
た
ち
に
よ
り

「
マ
イ
ケ
ル
」
（
オ
ス
）
、
「
コ
ロ
ン
」

（
メ
ス
）
、
「
カ
ト
リ
ー
ヌ
」
（
メ
ス
）

と
名
付
け
ら
れ
、
飼
育
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
昨
年
の
十
一
月
に
同

畜
産
試
験
場
や
魚
沼
の
農
家
に
引

き
取
ら
れ
る
ま
で
の
児
童
と
ヤ
ギ

の
ふ
れ
あ
い
が
、
今
回
の
カ
レ
ン

ダ
ー
に
版
画
、
詩
、
写
真
の
形
で

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
色
版
画
は

三
・
四
年
生
、
詩
は
五
・
六
年
生

が
担
当
し
た
も
の
で
、
詩
と
版
画

が
マ
ッ
チ
し
、
飼
育
の
様
子
が
手

に
と
る
よ
う
に
分
か
る
配
慮
も
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
飼
育
は
、
体
験
学
習
の
一
環
と

し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、

途
中
カ
ト
リ
ー
ヌ
の
死
、
ミ
ミ
ケ

ル
の
誕
生
な
ど
、
児
童
た
ち
は
こ

の
一
年
五
カ
月
の
間
に
、
出
会
い
、

別
れ
、
生
、
死
と
い
う
人
生
の
大

　
生
　
年
を
4

　
　
ヤ
原
3

　
　
る
画
す
版
に

▲
色
手

〔写真は上越タイムス

き
な
テ
ー
マ
も
体
験
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
何
と
か
記
録
に
残
せ
な
い

か
と
考
え
た
の
が
、
こ
の
カ
レ
ン

ダ
ー
。
思
い
出
に
、
記
録
に
、
そ

し
て
カ
レ
ン
ダ
ー
と
し
て
の
実
用

に
と
、
一
石
三
鳥
の
ア
イ
デ
ア
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
子
供
た
ち
に
と
っ
て
大
変
貴
重

な
財
産
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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．

　
　
　
　
雛
翻
駆

　
　
霧
灘

　
、
難
灘
灘
麟

鮒
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
灘

雛
　
　
　
　
　
韻
．
　
襲
　
購

　
　
　
　
　
聾
　
撚

　
　
　
懇
灘
，
－

　
　
　
，
ー
霧
－

　
　
　
　
　
　
蝦

灘
灘
，
霧

難
難
　
　
、
　
箋

　
　
》

　
池
之
畑
で
ワ
ラ
細
工

　
　
　
（
8
日
池
之
畑
集

”桑　，　　　　　鞭

灘灘i

　妾

．．郵

鰯　
難

懸嚢灘

　　　　　　　　　　　麟
1　　　　　　　　　　　　　　　　　購簸

、驚『謡『丁「可噸・

　　　　　　　　　　　尭
　　　　　　　　　　　　繍，
　　　　　　　　　　　　　’響

撚，，．

塁

嚢

’　酵　試

　　　　　　　．購鰻購灘　
’1．，，

　今年から池之畑部落の8名の方が．集

荷所でしめ縄、蒸ッポン．雪帽子．ゾウ

リなどのワう細工を始めまじた。ユのワ

ラ細工．世田谷のボ團市で大人気。

お
歳
暮
パ
ッ
ク
発
送
《
慮
臼
）

＜　
　
　
　
　
　
　
　
　
憩

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　・　驚

　今年も好評。関東地区を中心に約500

個の申じ込みがあ鰻ました。
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麟1麗難雛瀬撫i鵜鶯1
燭騰撚撫1鵬撚購1鰍1蘇犠薇1轍響、懲蟹燃轍熈徽蘇ξli

く1一足早くクリスマス
　（15日夜　早稲田クラブ松苧ドミトリー）

一是早織
　　　　　　　　　　　　　　羅　　　難

緊藪騨篇　　1，
ブ騒ジ叛日系3世を含む新潟大学の学生棚
や、新発田、長岡など県内各地から参蜘者

が。プ簗ゼン謄交換やディス謡夫会など

などで．楽し犠夜も更けて雛きまじた。

　今年もボロ市に参加し、スッポンなどのワラ細

工や花ひさご（ひょうたん）、しめ飾りなどを販売。

今回はワラ細工、花ひさごが特に好評。また、ヨロ

イカブトを着て冬の陣も宣伝（写真）。外人さんと

カメラに収まるなど、こちらも大好評。

保育園

世
田
谷
ボ
ロ
市
に
参
加

く
　
（
1
5
～
協
日
世
田
谷
区
）

園》、P

ク
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　　　　納　　　麟　織穰

　　　為野

シ

リ

ズ
⑮

エ
ナ

　
ピ
ン
ポ
ン
玉
に
少
し
長
め
の
柄

を
つ
け
た
よ
う
な
感
じ
の
す
る
鳥

で
A
数
年
前
に
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
科

か
ら
独
立
し
、
ス
ズ
メ
目
エ
ナ
ガ

科
エ
ナ
ガ
に
分
類
さ
れ
た
鳥
で
す
。

　
松
代
町
で
は
、
五
～
二
十
羽
近

く
の
群
で
冬
期
間
、
雑
木
林
、
ブ

ナ
材
な
ど
で
良
く
観
察
さ
れ
、
名

称
（
正
準
和
名
）
を
知
ら
な
く
と

も
姿
を
見
た
方
は
多
い
と
思
い
ま

す
。　
本
種
は
、
白
と
黒
の
ま
だ
ら
で

黒
色
の
眉
斑
が
あ
り
、
背
は
灰
黒

色
で
ブ
ド
ウ
色
が
混
ざ
り
、
下
面

は
全
体
が
白
色
で
す
。
全
体
的
に

白
っ
ぽ
く
見
え
、
ち
ょ
う
ど
ピ
ン

ポ
ン
玉
に
柄
を
つ
け
た
感
じ
で
、

人
な
つ
っ
こ
い
感
じ
の
す
る
鳥
で

す
。　
落
葉
広
葉
樹
林
、
カ
ラ
マ
ツ
林
、

ア
カ
マ
ツ
林
、
雑
木
林
、
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
な
ど
の
人
工
造
林
、
濯
木

林
な
ど
に
生
息
し
、
都
市
近
辺
の

丘
陵
や
山
地
の
雑
木
林
な
ど
で
も

観
察
さ
れ
ま
す
。
標
高
的
に
は
、

　
　
　
鳶

　
　
　
力

松
　
　
永
　
　
　
涜

五
〇
〇
m
か
ら
一
〇
〇
〇
m
位
の

と
こ
ろ
に
最
も
多
く
、
平
地
で
も

普
通
に
見
ら
れ
ま
す
。
冬
期
間
は
、

平
地
に
漂
行
す
る
も
の
も
多
く
、

エ
ナ
ガ
の
み
の
群
で
生
活
し
た
り
、

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
な
ど
の
カ
ラ
類
と

混
群
と
な
っ
て
行
動
し
て
い
る
時

も
あ
り
ま
す
。
混
群
の
場
合
は
、

他
の
鳥
と
の
結
び
つ
き
は
そ
れ
ほ

ど
強
く
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
筆
者
が
小
学
生
か
中
学
生
の
こ

ろ
、
本
種
が
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ヤ

マ
ガ
ラ
と
群
を
作
り
、
そ
の
群
の

中
に
二
～
三
羽
の
キ
ク
イ
タ
ダ
キ

が
混
ざ
り
行
動
し
て
い
る
の
を
観

察
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
じ
っ

と
し
て
い
る
と
近
く
ま
で
寄
っ
て

来
て
、
問
近
で
姿
や
行
動
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
、
双
眼
鏡
も
必

要
な
く
（
実
際
は
高
価
で
持
て
な

か
っ
た
）
て
観
察
で
き
る
鳥
で
、

こ
の
群
を
一
日
中
追
い
か
け
て
い

た
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、
好
き
な

鳥
の
一
種
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
が
い

　
本
種
は
、
繁
殖
期
に
は
番
で
生

活
し
ま
す
が
、
他
の
時
期
に
は
、

五
～
十
五
羽
位
の
家
族
群
で
生
活

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
繁
殖
は
四
月
か
ら
六
月
こ
ろ
で
、

巣
は
○
・
五
m
か
ら
十
m
位
の
高

さ
の
濯
木
の
茂
み
や
、
喬
木
の
枝

間
に
長
楕
円
形
の
巣
を
作
り
ま
す
。

材
料
は
苔
類
を
主
材
に
し
て
、
外

部
に
ウ
メ
ノ
キ
ゴ
ケ
を
ク
モ
の
糸

で
付
着
さ
せ
、
内
部
に
は
多
く
の

羽
毛
を
敷
い
て
作
り
ま
す
。
外
か

ら
見
る
と
、
木
の
コ
ブ
の
よ
う
な

感
じ
が
し
て
、
見
つ
け
に
く
い
よ

う
に
で
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
巣
に
、
白
色
の
地

に
淡
紫
色
と
淡
赤
褐
色
の
細
か
い

斑
点
の
あ
る
卵
を
、
七
～
十
二
個

産
み
ま
す
．

　
鳴
き
声
は
、
群
で
移
動
し
た
り

餌
を
探
し
な
が
ら
「
ジ
ュ
リ
、
ジ

ュ
リ
」
と
か
、
「
シ
リ
ュ
リ
ュ
」
な

ど
と
鳴
き
ま
す
が
、
サ
エ
ズ
リ
は
、

聞
い
た
こ
と
が
な
く
分
か
り
ま
せ

ん
。
い
ろ
い
ろ
な
本
を
調
べ
て
み

ま
す
と
、
繁
殖
期
に
は
、
「
チ
リ
、

チ
リ
、
チ
リ
」
と
可
憐
な
声
で
さ

え
ず
る
と
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
餌
は
昆
虫
類
が
主
で
、
ゴ
ミ
ム

シ
、
ゾ
ウ
ム
シ
、
カ
シ
ハ
ガ
、
シ

ャ
ク
ト
リ
ガ
、
マ
ツ
ケ
ム
シ
、
ア

リ
、
ク
ロ
バ
エ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
、

　
こ
の
ほ
ど
松
代
の
大
正
医
院
医

師
関
谷
力
さ
ん
に
安
塚
警
察
署
か

ら
、
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
安
塚
警
察
署
管
内
の

検
案
業
務
に
数
十
年
間
携
わ
っ
た

功
労
に
対
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で

す
。　
関
谷
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
七
年

蓉・チ、鳴’、碧一亀・1．モ＝

に
開
業
以
来
、
主
に
松
代
、
松
之

山
町
で
発
生
し
た
自
殺
者
や
身
元

不
明
死
体
の
検
案
に
当
た
ら
れ
、

五
十
九
年
か
ら
は
県
警
の
嘱
託
医

に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
何
か
と
大
変
な
お
仕
事
と
思
い

ま
す
が
、
今
後
も
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

▲佐藤作署長から感謝状を贈呈される

　関谷力さん。
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ウ
ン
カ
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
な
ど
を

食
べ
、
オ
ニ
グ
モ
な
ど
も
食
べ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
植
物
質
で
は
、

コ
マ
ツ
ナ
ギ
と
い
う
植
物
の
種
子

を
食
べ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
本

種
は
害
虫
の
幼
虫
を
多
く
食
べ
る

こ
と
か
ら
、
大
切
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
鳥
と
言
え
ま
す
。
（
本
種

だ
け
で
な
く
他
の
鳥
も
害
虫
を
た

く
さ
ん
食
べ
ま
す
）

　
日
本
で
は
、
本
種
は
本
州
、
佐

渡
、
隠
岐
に
一
年
中
生
息
し
、
亜

種
と
し
て
、
北
海
道
、
本
州
北
部

に
シ
マ
エ
ナ
ガ
、
対
馬
に
チ
ョ
ウ

セ
ン
エ
ナ
ガ
、
四
国
、
九
州
に
は

キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
エ
ナ
ガ
が
留
鳥
と

し
て
生
息
し
て
お
り
ま
す
。

　
世
界
で
は
、
日
本
か
ら
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
を
横
断
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ま
で
、
広
い
範
囲
で
分
布
し
て

お
り
ま
す
。
日
本
で
も
亜
種
と
し

て
数
種
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
種
は
移
動
が
限
ら
れ
た
範
囲

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
他

の
鳥
の
テ
リ
ト
リ
ー
（
ナ
ワ
バ
リ
）

と
異
な
り
、
群
と
し
て
テ
リ
ト
リ

ー
を
保
有
し
て
い
る
か
ら
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
種
の
行
動
圏
は
、
中
村
登
流

先
生
の
研
究
に
よ
り
ま
す
と
、
冬

の
雑
木
林
で
は
、
長
径
六
〇
〇
m

か
ら
九
〇
〇
m
、
短
径
四
〇
〇
m

か
ら
五
〇
〇
m
と
な
っ
て
お
り
、

傾
斜
地
、
水
田
、
畑
地
を
除
い
て

修
正
す
る
と
、
そ
の
行
動
圏
は
、

O
・
二
五
㎞
に
近
い
数
字
で
、
群

の
個
体
数
に
関
係
な
く
、
一
定
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
冬
の
晴
れ
た
日
に
雑
木
林
で
耳

を
澄
ま
す
と
、
エ
ナ
ガ
や
シ
ジ
ュ

ウ
カ
ラ
の
群
が
移
動
す
る
声
が
聞

こ
え
ま
す
。
中
村
憲
吉
の
本
種
を

詠
ん
だ
と
思
わ
れ
る
歌
で
、
こ
の

項
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

エナガ

嘩
梅

葉
が
く
り
に

　
虫
を
求
め
て
鳴
く
小
鳥

　
　
　
ほ
づ
え

た
え
ず
秀
枝
に

　
鳴
き
移
る
見
ゆ

∞“垂、、
“
、
、
㎜

㍉

入
賞
者
続
出
！

1
浦
川
原
村
修
錬
館
剣
道
大
会
ー

　
去
る
十
一
月
二
十
五
日
、
恒
例
と

な
っ
た
第
十
回
浦
川
原
村
修
錬
館

剣
道
大
会
が
、
浦
川
原
村
民
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
今
年
開
催
さ
れ

る
剣
道
大
会
の
最
後
の
大
会
で
あ

る
た
め
、
郡
内
か
ら
多
く
の
豆
剣

士
達
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
代
の
剣
道
教
室
の
子
供
達
も

一
年
の
成
果
を
試
す
べ
く
試
合
に

望
み
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
好
成
績
を

収
め
ま
し
た
．

　
試
合
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。◎

　
団
体
戦

o
小
学
四
年
生
以
下
の
部

優
勝
　
松
代
A
チ
ー
ム

先
鋒
　
菅
井
史
郎

中
堅
　
大
野
友
斉

大
将
　
鈴
木
義
昭

o
小
学
五
・
六
年
の
部

三
位
　
松
代
チ
ー
ム

大中先
将堅鋒

関
谷
　
悟

柳
　
和
宏

柳
　
英
樹

o
中
学
男
子
の
部

優
勝
　
松
代
チ
ー
ム

先
鋒
　
石
口
久
司

中
堅
　
富
沢
　
圭

大
将
　
柳
　
英
一

◎
　
個
人
戦

o
小
学
校
二
年
生
の
部

優
勝
　
関
谷
　
俊

二
位
　
宮
沢
秀
志

o
小
学
校
三
年
生
の
部

優
勝
　
茂
野
　
収

o
小
学
校
四
年
生
の
部

一
一
位
　
大
野
友
斉

三
位
　
柳
　
英
樹

o
中
学
男
子
の
部

優
勝
　
柳
　
英
一

一
一
位
　
石
口
久
司
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お母“ん．罠く見て下“サネ！お父“ん、

　　　まさる
菅井　勝くん

　　5才
犬伏さごいん
（犬伏保育園）

　　　え　み
小堺恵美ち・ん

　　5才
松代　おおくぽや

（松代保育園）

　　ともひろ
宮沢智洋くん

　　5才
下山しんたく
（松代保育園）

学
生
（
2
0
才
以
上
）
も
国
民
年
金

　
　
　
　
　
　
　
　
4
月
か
ら
加
入
義
務

　
2
0
歳
以
上
の
学
生
の
み
な
さ
ん

4
月
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
2
0
歳
以
上
60
歳
未
満
の

日
本
国
民
は
、
原
則
と
し
て
す
べ

て
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
学
生
の
み
な

さ
ん
に
つ
い
て
は
、
こ
の
原
則
か

ら
除
か
れ
、
任
意
加
入
の
対
象
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
任
意
加
入
し
て
い

な
い
学
生
の
み
な
さ
ん
に
つ
い
て

は
、
2
0
歳
以
上
の
学
生
期
間
中
に

障
害
者
と
な
っ
た
場
合
に
、
障
害

年
金
の
保
障
が
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
り
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
の
に
必
要
な
国
民
年
金
の

加
入
期
間
（
2
0
歳
か
ら
6
0
歳
に
達

す
る
ま
で
の
ω
年
間
）
が
満
た
さ

れ
な
い
た
め
、
満
額
の
老
齢
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
な
ど
と
い

っ
た
問
題
が
生
じ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
3
年
4
月
よ
り

20

歳
以
上
の
学
生
の
み
な
さ
ん
も

全
員
、
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義

務
つ
け
ら
れ
、
万
一
、
障
害
事
故

が
発
生
し
た
と
き
の
年
金
保
障
や
、

老
後
生
活
の
支
え
と
し
て
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
学
生
に
対

す
る
年
金
保
障
が
完
備
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
2
0
歳
以
上
の
学
生
の
み
な
さ
ん

4
月
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
国
民

年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ

・
つ
。
　
詳
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金

係
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

　4月からは20歳以上の学生の

みなさんも国民年金に加入です

タ
う
阜

4
月
か
ら
は

ボ
ク
も

国
民
年
金
に

加
入
だ

　　じ募集i
㎜
員
｝

㎜
職
｝

㎜
県
㎜

㎜
潟
㎜

㎜
新
｝

銅！
！
！
！
ー
i
i
し

　　　　　　　　　（職業訓練指導員）

　上級　職業訓練指導員（機械及び電気担当）

　（1）昭和36年4月2日から昭和44年4月1日までに生まれた者。
　（2）・大学で機械工学または電気工学を修めた者で、2年以上の関連職種

　　　　に係る経験を有する者。

　　　・大学を卒業または、卒業見込で機械及び電気に関する高校教員免許

　　　　を有するか、取得見込の者。

　　　・職業訓練大学で機械工学及び電気工学を修めて修了した者、または

　　　　修了見込の者。

第1次考査　平成3年1月18目（金）

第2次考査　平成3年2月15日（金）

県商工労働部職業能力開発課指導係

　盈025（285）5511　内線2821へ照会ください。

種
格
職
資
用
験
採
受

「
⊥
　
　
0
乙

考査日

詳細は

3

く
難
遡
に
や
樋
だ
譲
お
4
ら
量
ひ
ろ
蹴
羅
く
曝
鵬
に
や
《
聡
凝
誘
じ
ら
謹
ひ
ろ
罎
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絶
艘
鵬
に
短
横
塾
鶴
お
じ
ら
態
題
穫
罎
額
職
蹴
健
璽
捗
窪
緻
お
膨
6
懸
燈
ろ
ぽ

1
月
1
9
日
は
m
番
の
日

　
あ
わ
て
ず
、
は
っ
き
り
、
一
一
　
　
　
　
　
混
誓
　
読
’

九
番
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囑
げ
．
γ
　
塚
畝
・

　
消
防
署
の
聞
く
事
に
は
っ
き
り

答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
事
が
分
か
ら
な
い
と
、

出
動
が
遅
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

§
の
典
災
罷
陶
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
月
2
0
日
㈲
～
2
月
1
9
日
㈹

　
大
寒
を
迎
え
一
段
と
寒
さ
が
厳

し
く
、
又
大
雪
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
暖
房
器
具
等
の
取
り
扱
い
、
室

内
の
換
気
、
火
の
取
り
扱
い
に
十

分
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
避
難
口
の
確
保
も
忘
れ
ず
に
！

〈
重
点
目
標
〉

・
暖
房
器
具
か
ら
の
火
災
の
防
止

・
積
雪
に
よ
る
配
管
、
煙
突
等
の

損
傷
防
止

※
昨
年
一
月
火
災
件
数
　
4
件
，

　
　
　
　
　
　
　
死
者
　
－
名

　
　
　
　
　
（
上
越
消
防
管
内
）

◎
一
月
二
十
六
日

　
　
　
　
文
化
財
防
火
デ
i

霧灘議難灘醸☆
広
い
ゲ
レ
ン
デ
も
危
険
が
い
っ
　
　
　
分
の
技
術
に
あ
っ
た
コ
ー
ス
を

　
ぱ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
ぶ
こ
と
。

　
　
昨
シ
ー
ズ
ン
中
は
、
暴
走
し

　
た
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
転
ん
だ
り
、

　
衝
突
し
た
り
し
て
4
人
が
死
亡

　
し
、
1
人
が
ケ
ガ
を
し
て
い
ま

す
。

　
　
ま
た
過
去
に
は
、
圧
雪
車
や

　
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
に
よ
る
事
故

　
や
ツ
ア
ー
ス
キ
ー
で
遭
難
す
る

　
事
故
も
起
き
て
い
ま
す
。

　
　
ゲ
レ
ン
デ
で
楽
し
い
思
い
出

　
を
作
る
た
め
、
次
の
こ
と
を
守

　
っ
て
ス
キ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
皆
さ
ん
へ

　
◎
滑
る
と
き
は
、
前
後
、
左
右

　
を
よ
く
確
か
め
る
。
ま
た
、
自

◎
ゲ
レ
ン
デ
で
圧
雪
車
や
ス
ノ

ー
モ
ー
ビ
ル
と
遭
っ
た
と
き
は
、

ゲ
レ
ン
デ
の
端
に
止
ま
っ
て
通

り
過
ぎ
る
の
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

◎
ツ
ア
ー
ス
キ
ー
は
、
天
候
の

変
化
に
注
意
し
、
単
独
行
動
は

絶
体
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
休
憩
や
食
事
を
す
る
と
き
は
、

ス
キ
ー
を
身
近
な
目
の
届
く
と

こ
ろ
に
置
く
こ
と
。

盗
難
と
事
故
を
防
い
で
、

ス
キ
ー
を
〃

楽
し

い

お父“ん、

お母“ん．

罠く見て

下“サネノ

　　　しゆん
池田　隼くん

　　4才
田野倉さいのかみ

（松代保育園）

糠

　あ　ゆ　み
柳安由美ち・ん

　　4才
松代はんねんさ

（松代保育園）

　佃ぎ3税は
蔦6‘の中‘3生蝋Z”舞

麟幾…、

覧鑑鱗
今
義
　
齢

暫
匠
匪
匡
匪
『
巴
匡
匪
匠
匡
『
巳
『
巳
嶢

『
記
帳
に
基
づ
く
　

ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

｛
正
し
い
申
告
を
　

蟹
1
¶
』
丑
¶
』
l
l
¶
』
¶
』
1
¶
』
¶
』
郵

　
商
売
な
ど
を
し
て
い
る
方
が
、

自
分
の
所
得
を
正
確
に
計
算
す
る

た
め
に
は
、
毎
日
の
取
引
を
き
ち

ん
と
記
帳
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
す
．

　
記
帳
に
も
簡
単
な
も
の
か
ら
、

各
種
の
帳
薄
を
備
え
た
高
度
な
も

の
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

定
め
ら
れ
た
簡
易
帳
簿
な
ど
一
定

水
準
以
上
の
記
帳
を
し
、
そ
の
記

帳
に
基
づ
い
て
正
し
い
申
告
を
す

る
場
合
に
は
、
所
得
の
計
算
上
有

利
な
取
り
扱
い
を
受
け
ら
れ
る
青

色
申
告
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
青
色
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
方
は
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所

得
及
び
山
林
所
得
の
あ
る
方
で
す
。

　
ま
た
、
青
色
申
告
を
し
て
い
な

い
方
で
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得

及
び
山
林
所
得
が
あ
っ
て
、
一
定

の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
方
は
、
記

帳
や
記
録
の
保
存
な
ど
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
や

税
務
相
談
室
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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興
．
響
∵
－
訟
“
∵
x
の
曜
齢
“
働
儲
働
群
俸
奔
瀞
“
粋
呂
唖
”
㊦
㌧
召
蜘
．
磯
（
。
婦
潜
誼
シ
艦
．
冑
隔
÷
略
脅
い
斌
麟
優
難
説
、
ぐ
ボ
♂
㊦
△
、
．
敏
雌

皿
満
繍
灘
懲
｝
蕪
“
燃
☆
一
…
数
一
㌶
　
☆
一
…
…
驚
雛
驚
　
｝
騨
膿

お
答
差
曖
、
ま
翼
・

　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
課

　
ど
の
選
挙
に
お
き
ま
し
て
も
常

に
公
平
を
モ
ッ
ト
ー
に
執
行
し
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
違
反
に
つ
き
ま
し
て
は

選
挙
管
理
委
員
会
の
指
導
や
候
補

者
の
自
覚
も
大
切
で
す
が
、
住
民

の
方
々
の
理
解
も
大
切
か
と
思
い

ま
す
。
特
に
公
職
選
挙
法
も
改
正

さ
れ
、
日
頃
の
寄
付
な
ど
も
罰
則

を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
が
行
わ

れ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
答
濯
曝
ま
蚕

　
　
　
　
　
　
　
　
建
設
課

　
除
草
剤
散
布
に
つ
き
ま
し
て
は

今
後
も
継
続
し
て
行
う
予
定
で
す
。

し
か
し
、
草
を
あ
ま
り
に
も
絶
や

し
て
し
ま
い
ま
す
と
、
路
肩
が
崩

れ
る
な
ど
の
心
配
も
あ
り
ま
す
の

で
、
状
況
を
見
な
が
ら
散
布
す
る

予
定
で
す
．

ス
バ
イ
ク
タ
イ
ヤ
情
報

　
　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
今
年
の
四
月
か
ら
使
用

　
禁
止
と
な
り
ま
す
が
、
当
町
で
は
使
用
禁
止
区

　
域
か
ら
の
除
外
を
申
請
し
て
い
ま
す
。

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
が
発
生
す

る
粉
じ
ん
が
、
健
康
や
生
活
環

境
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
た
め
、

深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
承
知
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
国
で

は
、
昨
年
の
六
月
に
「
ス
パ
イ

ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
の
防

止
に
関
す
る
法
律
」
を
制
定
し
、

粉
じ
ん
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う

協
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
法
律
に
よ
り
、
使
用
禁

止
地
域
に
指
定
さ
れ
ま
す
と
、

平
成
三
年
四
月
か
ら
積
雪
・
凍

結
路
を
除
い
て
ス
パ
イ
ク
タ
イ

ヤ
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
、
平
成

四
年
四
月
か
ら
は
罰
則
も
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
当
町
で
は
、
降
雪
量
も
多
く

道
路
条
件
も
悪
い
た
め
、
使
用

禁
止
区
域
か
ら
除
外
す
る
よ
う
、

県
を
通
し
て
国
に
申
請
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
決
定
に
な
り
次

第
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　
な
お
、
代
替
タ
イ
ヤ
の
開
発

が
遅
れ
て
い
る
大
型
車
は
三
年

以
内
の
適
用
猶
予
、
緊
急
車
両

に
つ
い
て
は
こ
の
法
律
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
ま
す
ゆ

　
ま
た
、
大
手
メ
ー
カ
ー
で
は
、

今
年
の
三
月
限
り
で
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
の
販
売
中
止
を
決
め
て

お
り
、
今
後
は
脱
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
社
会
に
向
か
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。　　　　　　。ハ～／

・。麟。ご鞭斡r
。麺．価．・～塑
櫻1”』、　戸碑’蜘ダ㍗て。’
　　、ノ

雪道ではスピードは控えめに！
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こ
の
町
に
い
て

若
月
浩

　　　　瓢

齢顯
驚

さ
ん
（
海
老
）

瀬

蹴

　
私
が
松
代
高
校
を
卒
業
し
て
、

早
い
も
の
で
一
年
九
ヵ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
何
が
何
だ
か
よ
く
分
か

ら
な
い
う
ち
に
、
こ
の
町
に
残
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
、
最
初
は
自
分

だ
け
が
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
な
気

持
ち
に
な
っ
た
．
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。　
ま
た
、
卒
業
と
同
時
に
室
野
建

設
に
入
社
し
た
訳
で
す
が
、
最
初

は
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
全
然
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
ず
、
最

初
に
教
わ
っ
た
の
は
、
写
真
を
見

る
こ
と
で
し
た
。
で
も
、
写
真
を

見
て
も
何
が
何
だ
か
よ
く
分
か
ら

ず
、
各
現
場
を
回
っ
て
仕
事
の
内

容
や
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
現
場

の
人
に
説
明
し
て
も
ら
い
、
少
し

は
分
か
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な

っ
た
も
の
で
す
．

　
そ
れ
か
ら
何
日
か
た
っ
て
、
写

真
整
理
の
仕
事
に
な
り
、
　
「
こ
れ

は
何
の
仕
事
を
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
」
と
現
場
を
思
い
出
し
な
が

ら
整
理
を
し
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い

る
う
ち
に
、
　
「
あ
っ
」
と
い
う
ま

に
一
年
九
ヵ
月
が
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
、

今
後
も
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
仕
事
に
全
力
で

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
室
野
の
野
球
チ
ー
ム
に

も
入
れ
て
も
ら
う
な
ど
、
ア
フ
タ

i
5
も
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
今
で
は
、
本
当
に
こ
の
町
に
い

て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
年
お
め
で
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す
。

広娠

まフだ＼・

　
今
年
も
余
す
と
こ
ろ
後
三
五
〇

日
余
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
暮
の
ご
用
意
は
よ
ろ
し
い
で
し

よ
う
か
？

　
こ
ん
な
こ
と
も
言
い
た
く
な
る

ほ
ど
、
月
日
の
過
ぎ
る
速
さ
に
は

驚
き
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
若
い
と
思

っ
て
い
る
う
ち
に
、
も
う
三
十
？

回
目
の
正
月
を
迎
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ま
さ
に
光
陰
矢
の
如
し
で

す
。　
昨
年
の
十
二
月
七
日
か
ら
始
ま

っ
た
一
連
の
地
震
、
怖
か
っ
た
で

す
ね
。
昔
か
ら
地
震
、
雷
、
火
事
、

親
父
と
ラ
ン
ク
づ
け
さ
れ
て
い
る

理
由
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。
幸

い
、
当
町
で
は
大
し
た
被
害
も
な

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
天
災
は
忘

れ
た
頃
に
や
っ
て
来
ま
す
。
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
ひ
つ
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
つ
じ
　
　
　
ひ
つ
じ

　
今
年
は
未
年
で
す
。
未
（
羊
）

の
よ
う
に
お
と
な
し
く
、
平
穏
無

事
の
一
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
．

　
そ
れ
で
は
今
年
も
よ
ろ
し
く
！

皆
さ
ん
か
ら
の
話
題
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

戸
籍
の
窓
口

（
”
月
2
6
日
～
纏
月
％
日
受
付
）

幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

小
島
達
夫
・
湯
本
恵
澄
賭

　
　
　
　
　
（
松
代
・
小
島
屋
）

小
野
島
正
志
・
金
　
順
姫
濤

　
　
　
　
　
　
（
会
沢
・
柳
窪
）

げ
ん
き
な
良
い
子
に
（
出
生
）

　
　
ま
　
さ
と

柳
　
真
理
瀦
秀
一
郎
・
ち
づ
子
瀦

　
　
　
（
3
男
・
千
年
・
文
年
）

　
　
だ
い
す
け

佐
藤
大
祐
瀦
　
丈
行
・
春
枝
炉

　
　
（
長
男
・
滝
沢
・
き
ぜ
む
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

相
澤
守
濤
　
　
駐
歳

　
　
　
　
　
（
松
代
・
清
瀬
屋
）

井
上
政
敏
諺
　
　
償
歳

　
　
　
　
　
　
（
寺
田
・
小
坂
）

柳
モ
ミ
濤
　

組
歳

　
　
　
　
　
　
（
千
年
・
牛
宿
）

小
堺
シ
ヨ
〆
　
　
　
認
歳

　
　
　
　
　
　
（
儀
明
・
前
田
）

柳
五
三
郎
濤
　
　
　
60
歳

　
　
　
　
（
苧
島
・
倉
や
し
き
）

柳
勝
次
郎
〆
　
　
　
鴨
歳

　
　
　
　
　
（
犬
伏
・
坂
本
屋
）

丸
山
健
一
瀦
　
　
　
四
歳

　
　
　
　
　
　
（
蒲
生
・
源
治
郎
）

牧
田
美
恵
子
請
　
　
5
0
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
（
峠
・
泉
屋
）
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・
ゆ
（

　
　
　
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
旗
、
C

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
’
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

短
　
　
歌

　
　
　
　
　
　
富
沢
和
風

南
天
に
し
ず
か
に
冬
の
光
射
し
小

鳥
遊
ぶ
や
葉
先
揺
れ
い
ぬ

湯
の
沸
き
て
工
事
急
か
る
る
芝
峠

建
物
見
え
た
り
嶺
に
大
き
く

杉
の
葉
の
落
ち
敷
く
山
の
乾
き
た

り
西
空
暗
し
明
日
は
雪
か
も

シ
ベ
リ
ア
の
炭
坑
に
生
き
し
戦
友

ら
握
手
交
わ
せ
ど
共
に
老
い
た
り

し
ぶ
み
句
会

実
南
天
い
よ
い
よ
赤
く
輝
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

土
工
等
の
焚
火
を
囲
む
艶
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

鐘
楼
遇
囲
わ
れ
寺
の
冬
構
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

ひ
っ
そ
り
と
五
分
に
咲
き
た
る
帰

り
花
　
　
　
　
　
　
善
」

熟
れ
柿
の
残
り
て
佗
し
二
つ
三
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

賀
状
書
く
老
い
て
筆
持
つ
癖
字
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

残
り
た
る
草
の
実
は
ぜ
る
小
春
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

闇
汁
の
友
の
沢
庵
噛
み
し
め
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
志

色
惜
し
み
つ
つ
囲
い
け
る
実
南
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

自
在
鈎
な
じ
ま
ぬ
ま
ま
に
炉
を
開

く
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

短
日
や
再
会
約
し
宴
惜
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
香

陽
に
干
し
し
炭
の
音
す
る
小
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

そ
こ
だ
け
に
風
の
音
す
る
竹
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

小
春
日
が
眩
し
谷
田
の
泥
鱈
掘
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

年
忘
れ
兼
ね
て
の
闇
汁
賑
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

冬
ぬ
く
し
参
道
掃
き
て
心
晴
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

雪
も
な
く
小
春
日
つ
づ
き
奥
越
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
　
心

初
霜
の
畦
畔
白
し
通
学
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
　
男

あ
た
た
か
き
小
春
日
暮
れ
て
星
光

る
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

燃鯛君ン・

き
，
／

誘
名
ζ
2

、
㌧
ヤ
》
い
ま
ヌ

　
　
　
ザ

　
　
　
輕
、

由
っ

さ
は
ち
、
や
ん

　
一
ち
ー

煮

口し誘’あ1

けて府年

離歪画
右誘rやは0●1

／
会
1弱

》

（

一セz

一＼

緋 0

三三；一｝

一

　
　
　
　
一

◎
D
ノ
　
一

論
罫
』

　
t
ヂ
に
よ

ま
辱
王
t

も
ら
わ

な
勢
た
よ

　
　
　
　
　
ヤ
　
V
Q

o

、
奪

㌶藏　
　
　
　
　
㊥

〈
京
奪
脊
た

　
　
　
の
・
・
ー

　
　
　
　
　
　
　
、

　
枝
は
緑
色
で
、
つ
る
性
。
他
の

植
物
に
か
ら
み
つ
い
た
り
、
と
き

に
は
ま
っ
す
ぐ
伸
び
た
り
し
、
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
と
げ
が
あ
る
。

　
葉
は
長
さ
三
～
十
セ
ン
チ
の
楕

円
形
で
、
つ
る
つ
る
し
て
ツ
ヤ
が

あ
る
。

　
雌
雄
異
株
で
、
春
、
淡
黄
色
の

目
だ
た
な
い
花
を
数
ヶ
所
で
放
射

状
に
つ
け
る
。
秋
、
直
径
七
～
九

ミ
リ
位
の
真
赤
な
球
形
の
実
が
な

る
。　
春
先
に
、
つ
る
先
、
若
芽
を
摘

み
と
り
、
お
ひ
た
し
な
ど
で
食
べ

　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
る
。

　’　　一、，、ヱ　．メ＼

鬼ン　　　　　　　 〆　　　／

／／171携欝

　
こ
の
つ
る
は

丈
夫
で
ト
ゲ
が

あ
り
、
猟
師
が

猿
を
と
る
の
に

使
っ
た
の
で
こ

の
名
が
つ
い
た

と
か
。

圏
　
　
　
　
出
題
　
九
段
　
武
宮
正
樹

　
　
白
先
黒
死
・
7
手
ま
で

　
●
ヒ
ン
ト
…
ツ
ケ
と
キ
リ
を
う
ま
く

　
　
使
っ
て
。

　
　
3
分
で
1
級
、
1
分
以
内
で
有
段

　
　
者
。
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鷺、）圭暫⑦q鮮糟圓4儀斬ギ⑦ε日

’9乃z蓄’4！呑マ1日〈鶴ヨ壺障旱曇〉

’

1
眠ε

　● 9⊥


